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9月定例会は9月臥29日に開催し、各会計の補正予算や条例案などを審議しました

特
別
職
給
与
と
議
員
報
酬
引
上
げ

非
常
勤
の
特
別
職
も
引
上
げ

町

長

を

は

じ

め

と

す

る

特

別

職

の

給

与

と

議

員

な

ど

の

非

常

勤

の

報

酬

を

定

め

た

条

例

を

改

正

す

る

こ

と

に

つ

い

て

賛

成

多

数

で

可

決

し

ま

し

た

。

改

正

案

は

、

町

特

別

職

報

酬

等

審

議

会

の

答

申

に

基

づ

く

も

の

で

、

道

内

の

類

似

町

や

人

口

規

模

、

財

政

力

な

ど

を

勘

案

し

て

引

上

げ

を

行

い

ま

し

た

。

引

上

げ

の

実

施

時

期

は

1

0

月

1

日

か

ら

で

す

。

道内類似町の状況
（H6．7月現在）

類似町とは、人口が13．耶0人以上

相．以犯人未満の11町の平均です。

□
解
説

（
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
）

町
3
役
の
給
与
と
議
員

の
報
酬
を
審
議
す
る
た
め
、

町
内
の
各
種
団
体
や
知
識

経
験
者
な
ど
1
0
人
の
委
員

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
報
酬

の
改
定
を
す
る
と

き
に
当
審
議
会
の

意
見
を
聞
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。



改定された

非常勤特別職の報酬

名　　 称 区　 分
基

準

報　 酬　 の　 額

新 旧

監査委員 代　 表

月

額

75 ，000 66，000

委　 員 47 ，080 1 42 ．000

農業委員 会　 長 67 ．000 61．008

代　 理 47，000 4 3，008

委　 員 48 ，000 36・000

教育委員 委員長 51．000 4 6．008

委　 員 l 35 ．000 32．008

選挙管理委員 委員長 32 ．000 29．000

委　 員 24 ．000 22，000

体 育 指 導 委 員 年

額

52 ．000 4 7．000

学　　 校　　 医 215．．000 200．000

学　 校　 薬　 剤　 師 100 ．000 92．000

予 防 接 種 医 師 日

額

28，000 26，000

各 審 議 会 委 員 等 6 ．800 6．200

小
澤
治
子
さ
ん
の
再
任
同
意

教
育
蕾
員
全
委
員
に
小
澤
治
子
さ

ん
を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

再
任
は
、
同
氏
が
9
月
3
1
円
で
任

期
満
了
に
な
る
た
め
、
同
意
を
求
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

小澤　治子さん

■教育委員会委員の構成

！ 氏　 名

委員長 中　 尾　 之　 弘

委　 員 太　 田　 信　 夫

委　 員 小　 澤　 治　 子

委　 員 久　 保　 儀　 之

教育長 西　 口　　　 登

町
立
病
院
の
入
院

給
食
費
等
の
改
正

国
保
の
出
産
一
時
金

1
0
月
か
ら
3
0
万
円
に

国
民
健
康
保
険
の
助
産
費
を
2
4
万

円
か
ら
3
0
万
円
に
増
額
し
、
名
称
も

出
産
育
児
一
時
金
に
変
更
す
る
条
例

案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ
る

も
の
で
、
1
0
月
1
日
か
ら
で
す
。

季
節
保
育
所
の
廃
止
条
例

人
数
の
減
少
に
よ
り
季
節
保
育
所

を
閉
所
す
る
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

要
望
意
見
を

取
り
上
げ
ま
し
た

各
団
体
等
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
次

の
要
望
を
国
な
ど
に
意
見
書
と
し
て

提
出
し
ま
し
た
。

1
　
農
業
工
員
柑
政
策
の
確
立
に
関

す
る
要
望
意
見
書

2
　
業
務
教
育
費
国
庫
負
担
一
部
適

用
除
外
に
関
す
る
要
望
意
見
書

（
送
付
先
）

内
閤
総
理
大
臣
、
大
蔵
大
臣
、
自

治
大
臣
な
ど

1
0
月
1
日
か
ら
、
入
院
時
の
食
事

料
の
一
部
を
患
者
が
負
担
す
る
な
ど

の
条
例
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。
棲
準
負
担
額
は
、
1
日
に
6
0
0

円
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
健
康
保

険
法
等
の
一
部
が
1
0
月
1
日
か
ら
変

わ
る
た
め
で
す
。
た
だ
し
、
町
民
税

の
非
課
税
世
帯
な
ど
の
減
額
の
認
定

を
受
け
て
い
る
場
合
は
軽
減
さ
れ
ま

す
。



貸 中
付
会
を

増 小
企
業
に

融

額 資

措 農
置
に
儲 道

の
補

阻助
で 率
対 憧
応久

町
で
は
、
中
小
企
業
の
設
備
投
資

や
経
営
の
安
定
化
の
た
め
の
資
金
融

資
に
2
千
5
0
0
万
円
を
増
額
補
正

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
町
の
融

資
は
1
億
1
千
2
5
0
万
と
な
り
、

金
融
機
関
の
融
資
と
合
わ
せ
る
と
、

融
資
枠
の
総
額
は
、
4
億
1
千
万
と

な
り
ま
し
た
。

国
の
補
助
率
恒
久
化
措
置
に
よ
り
、

道
営
農
道
整
備
事
業
の
町
の
負
担
が

増
加
し
た
た
め
に
増
額
補
正
を
行
っ

た
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
国
が
補
助
率
の
引
下
げ

を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
補
正
の
財
源
は
、
起
債
に
よ
り

ま
す
。

（単位：千円）
』9月補正予算の状況

ヨ■ ■■■■■■蒙ヨ■■■■

般　 会　 計

l■涙ぎt h J■歪 補 正後の額

凱929万4 99億2 、7 77万8

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 509万8 9億4 ．328万2

水　 道　 事　 業　 会　 計
〔収入 ）

（支 出）

1・000万町　l

1．4 22万0 ■

1億0 ．0 32万1

1億4 ．39 1万5

』一般会計補正予算のあらまし

歳入　潤 源）の内訳 ■喜劃雪瀾 Et■

町　　 税 町王薫など力lらの税釜 1．000万0

使 用　料 新築公営住宅の使用料 168万0

国庫支出金 国からのお金 549万1

道支出金 道からのお金 2．257万2

財産収入 財産の運用などで生じたお金 180万4

町　　 債 町の借金 1．550万0・

諸 収　入 その他の収入 3，224万7

温泉禽誹 ■蔓悔 ■

‾歳出 は な侵 し、遣 ）の内示
補正削干剛

議　 会　 費 議 員報酬改定 313万7

総 務 費 開基100年記念 事業 ・旧教員住宅

解体 ・その他
187万1

民　 生　 費 施設備品修理 ・児童館 遊具 ・その

他
79万4

衛　 生　 費 国民健康保険特別 会計繰出金 ・

その他
　 513万0
l

農林業費 新規就農報償 ・農道整備 ・土地改

良推進 員報酬 ・家畜伝 染病予防
■4 ．861万1

商 工 費 中小企業融資貸 付・大雪山自然

観察登 山負担 ・観光旅館組合 負担
2．5相方5

土　 木　 費 道路改 良整備 ・富良野川改修用地

取得業 務 ・公営 住宅入居者移転
533万0

消　 防 費 上川南部 消防事務組合分担金 ・

平成 5 年度繰 越分 （減 額） △261万3

教 育 費 江幌小教 員住宅 改修 ・大会参加 補

助 ・その他
184万5

給 与　 費 特別職給 与改定 157万6

予 備 費 △156万2
t 遜 嚢融　　　　　　　　　 ・・・・ 昭拠 】垢モ■



集
中
豪
雨
の
災
害
復
旧
に

3
回
の
補
正
で
約
l
億
円

6
月
1
3
円
・
8
月
1
0
・
1
2
・
1
4
日
・

8
月
3
1
日
の
3
度
に
わ
た
っ
て
、
集

中
的
に
見
舞
っ
た
豪
雨
に
よ
り
、
山

間
部
を
中
心
に
畑
の
上
砂
な
ど
が
河

川
や
道
路
に
流
れ
込
み
周
辺
の
農
地

や
側
溝
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

こ
の
被
害
の
復
旧
に
要
す
る
費
用
、

約
1
億
円
の
補
正
予
算
を
可
決
し
ま

し
た
。

議会
臨時

7月29日相月19田／9月8日

■集中豪雨による災害対策費補正の状況

臨 時会 の 開 催 日 （集 中 豪雨 日）
農 業 用 施 設

附 ■l旨■

酎 土 木 施 設

■馳 托訓＝1

■■狙 彊il王覿d ■

■lE 謙ヨ話≡雷l蔓l■
■■■■頭

1　 7 ／29 （6 月 13 日） 780 万 780 万

8 ／19 （8 月 10 ・12 ・14 日） 7 60 万 3 ．770 万 14 5万 4 ，675 万

9 ／8 〔8 月 31 日 〕 1 1 ．060万 3 ．185万 23 0万 4 ．475 万

三＿一意1「　　　 L鳥■主：
引仕竃惣嬰語 l　 節 就霜 藍

凱 唱・l

丘
町
に
建
設
す
る
運
動
公
園
広
場

の
工
事
爵
負
契
約
を
議
決
し
ま
し
た
。

平
成
4
年
度
か
ら
工
事
を
進
め
て

き
た
も
の
で
、
本
年
度
の
ジ
ョ
ギ
ン

グ
コ
ー
ス
な
ど
が
完
成
す
る
と
、
周

辺
の
野
球
場
二
丁
二
声
コ
ー
ト
な
ど
、

総
合
的
な
運
動
史
圃
と
な
り
ま
す
。

▽
契
約
業
者
　
高
橋
建
設
㈱

▽
契
約
金
額
　
5
千
潤
万
4
千
円

▽
工
期
　
平
成
の
年
1
2
月
9
日
ま
で

契約金領が5千万円以上の場合

は議会の決議が必要です。

日
新
地
区
に
一
般
廃
棄
物
の
最
終

処
分
場
を
設
置
す
る
た
め
の
工
事
請

負
契
約
を
議
決
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
一
般
廃
棄
物
の
燃

や
し
た
も
の
を
最
終
的
に
処
分
す
る

施
設
で
す
。

■一般廃棄物最終処分場建設工事

1ヽ 埋 立 処 分 施 設 l 水 処 理 施 設

契約金額 2億9．097万5千円 3億2．960万0千円

契約業者 戸　 臼　 建　 設　 ㈱ ㈱クボタ北海道支社

新 島 工 業 ㈱

l山 本 建 設 ㈱

タ カ ハ タ 建 設 ㈱

工　　 期
平成6 年8 月19日から 平成6 年8 月19日から

平成7 年12月8 日まで 平成8 年2 月22日まで

◎

の
工
車
を
可
決

運
動
公
園
広
場



一般質問は9月28日に行われ3人の議員が質問を行いました

倉本議員

青
少
年
の
育
成
、
指
等
対
策

郷
土
館
の
充
実
に
つ
い
て

青
少
年
の
育
成
、
指
導
を
一
括
所

管
す
る
体
制
づ
く
り
を
′

間
　
青
少
年
の
非
行
等
に
つ
い
て
は

深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
が

本
町
で
も
交
通
マ
ナ
ー
の
悪
化
や
喫

煙
、
万
引
き
、
公
共
施
設
の
損
傷
な

ど
、
例
年
発
生
し
て
い
る
実
状
に
あ

る
。町

で
は
こ
れ
ま
で
、
関
係
機
関
や

団
体
等
に
よ
る
連
絡
調
軽
会
議
の
中

で
、
夜
間
の
巡
回
指
導
を
行
う
な
ど

の
相
応
を
し
て
い
る
が
、
限
ら
れ
た

組
織
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
広

く
各
種
の
団
体
や
地
域
住
民
の
協
力

を
得
て
、
地
域
ぐ
る
み
町
ぐ
る
み
で

青
少
年
を
守
り
育
て
て
い
く
体
制
づ

く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

昨
年
配
置
さ
れ
た
青
少
年
問
題
相

談
員
の
よ
り
効
果
的
な
活
動
を
囲
る

う
え
で
も
、
相
談
員
を
窓
口
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
や
団
体
、
地
域
住

民
か
ら
底
接
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
し
て
は
ど

う
か
。
そ
の
中
で
常
時
状
況
を
把
握

し
、
定
期
的
に
連
絡
調
軽
会
議
等
を

も
ち
連
携
を
阿
り
な
が
ら
、
一
貫
性

を
も
っ
た
施
策
を
進
め
る
こ
と
が
望

ま
れ
て
お
り
、
青
少
年
の
育
成
指
導

を
一
掃
所
管
す
る
セ
ン
タ
ー
的
役
割

を
も
つ
体
制
づ
く
り
が
必
要
と
考
え

る
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

町
長
　
青
少
年
の
健
全
育
成
指
尊
に

つ
い
て
は
行
政
、
教
育
行
政
、
市
少

年
問
題
協
議
会
、
防
犯
協
会
、
民
生

児
蛮
委
員
協
議
会
、
ま
た
、
学
校
関

係
者
等
で
組
織
す
る
生
徒
指
導
連
絡

協
議
会
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

活
動
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

昨
年
1
0
月
か
ら
は
、
青
少
年
間
囁

相
談
員
を
配
置
し
、
非
行
防
止
や
青

少
年
の
健
全
行
成
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ
た

指
導
体
制
の
確
立
に
つ
い
て
は
、
新

年
度
に
向
け
て
、
関
係
機
関
等
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
内
部
調
環
を
進
め
、

青
少
年
の
育
成
指
導
を
一
掃
所
管
す

る
体
制
の
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

町
の
開
基
1
0
0
年
を
機
に
、
郷
土
館

の
充
実
を
図
っ
て
は
ど
う
か

問
　
郷
土
館
は
昭
和
5
3
年
に
開
基
約

年
を
記
念
し
て
建
設
さ
れ
、
平
成
5

年
ま
で
の
入
館
者
数
は
4
万
8
干
8
2
3

人
と
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
利
用
者

の
∵
人
と
し
て
思
う
の
は
、
町
内
に

は
ま
だ
ま
だ
郷
土
館
に
保
管
さ
れ
る

べ
き
資
料
が
捜
さ
れ
て
い
る
の
で
は
、

と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

一
つ
に
は
、
昭
和
3
7
年
～
4
8
年
に

学
校
の
韓
廃
合
が
行
わ
れ
た
が
、
閉

校
に
な
っ
た
学
校
に
は
、
地
域
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
校
旗
や
百
年
団
嘩

ま
た
財
産
や
貴
重
品
と
さ
れ
る
も
の

が
保
管
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
記
憶
し

て
い
る
。
更
に
個
人
で
も
古
い
文
献

な
ど
所
有
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
聞

き
及
ん
で
い
る
が
、
町
と
し
て
も
由

緒
あ
る
こ
れ
ら
の
資
料
を
風
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
広
く
町
民
に
公
開
し

て
行
く
た
め
に
も
、
発
掘
収
集
を
図

り
郷
土
館
に
保
管
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
役
場
庁
舎
内
の
昔
時
等
に

保
管
さ
れ
て
い
る
膨
大
な
公
文
書
の

中
に
は
、
歴
史
上
の
資
料
と
し
て
保

存
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
あ
る
と
思
う

が
、
郷
土
館
に
保
管
す
る
こ
と
に
よ
っ



て
情
報
や
資
料
提
供
の
面
で
も
有
効

活
用
が
計
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

こ
の
機
会
に
広
く
町
民
の
協
力
を

求
め
郷
土
館
の
充
実
を
図
る
こ
と
も
、

町
民
参
加
の
町
づ
く
り
と
も
な
り
、

1
0
0
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
も
意

義
あ
る
も
の
と
考
え
る
が
、
町
長
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　
郷
土
館
は
、
町
開
拓
以
来
の

文
化
、
産
業
等
に
係
鳥
あ
ら
ゆ
る
資

料
を
収
集
、
保
管
、
展
示
し
、
そ
の

歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
施
設
と
し
て

お
り
、
所
有
し
て
い
る
資
料
は
、
建

設
前
年
か
ら
収
集
員
を
重
唱
収
集

に
当
た
り
、
な
お
、
当
分
の
間
専
門
指

導
員
を
配
置
し
そ
の
保
存
に
努
め
た
。

現
在
で
も
町
民
の
方
々
か
ら
貴
重

な
資
料
甲
提
供
を
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
ま
だ
ま
だ
賢
重
な
価
値
あ
る
資

料
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
も
多
々
あ

る
と
思
わ
れ
、
そ
の
保
存
が
大
切
な

の
で
、
開
基
1
0
0
年
を
迎
え
る
こ
の
機

会
に
、
広
く
町
民
の
方
々
に
呼
び
か

け
、
そ
の
収
集
保
存
に
努
め
て
参
り

た
い
。ま

た
、
そ
の
保
存
と
陳
列
、
展
示

方
法
に
つ
い
て
も
、
本
年
度
に
専
門

的
知
識
を
有
す
る
学
芸
員
を
委
嘱
し
、

診
断
と
指
導
を
轟
け
、
明
年
度
か
ら

展
示
方
法
の
一
部
改
善
を
行
い
、
整

備
充
垂
を
図
っ
て
参
り
た
い
。

再
質
問

閉
校
に
な
っ
た
学
校
の
校
旗
、
諸

物
品
等
は
ど
の
よ
う
に
処
置
さ
れ
て

い
る
の
か
。

町
長
　
統
合
さ
れ
た
学
校
に
保
管
さ

れ
て
い
る
も
の
と
思
う
が
、
な
お
、

実
態
を
調
査
し
た
い
。

米沢議員

農
業
、
保
健
福
祉
行
政

街
の
環
境
、
社
会
教
育
問
題

復
活
し
て
は
ど
う
か
伺
い
た
い
。

町
長
　
畑
作
全
般
に
わ
た
り
減
収
が

干
ば
つ
に
よ
る
畑
作
物
の
被
害
と

緑
肥
作
物
作
付
促
進
事
業
の
復
活

に
つ
い
て

間
　
今
年
の
日
照
り
に
よ
る
干
ば
つ

は
、
小
豆
、
莱
豆
、
馬
蹄
聾
、
タ
マ

ネ
ギ
等
に
及
び
、
商
品
価
値
の
低
下

を
招
き
、
そ
の
被
害
は
大
き
い
と
さ

れ
て
い
る
が
、
融
資
対
策
、
徳
子
の

確
保
な
ど
町
の
具
体
策
を
伺
い
た
い
。

ま
た
3
ヶ
年
に
わ
た
り
継
抹
し
た

蘇
肥
作
物
作
付
事
業
を
打
ち
切
っ
た

が
、
農
豪
か
ら
復
活
を
希
望
す
る
声

が
あ
り
、
土
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

心
配
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
水
稲
は

生
育
が
順
調
に
進
み
期
待
で
き
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
総
じ
て
農
業
収
支
は
厳

し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
今

後
の
推
移
を
見
極
め
な
が
ら
関
係
機

関
と
十
分
検
討
協
議
し
て
対
応
し
て

参
り
た
い
。

緑
肥
作
物
作
付
促
進
事
業
に
つ
い

て
は
、
3
ヶ
年
の
実
績
を
踏
ま
え
、

今
後
は
農
業
者
自
ら
の
手
に
よ
り
実

施
し
て
行
く
こ
と
が
望
ま
し
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。

骨

粗

鬆

症

の

住

民

検

診

の

実

施

・

入
院
給
食
の
無
料
趣
綾
に
つ
い
て

二
つ
そ
し
よ
▼
や
し
よ
う

問

　

骨

粗

鬆

症

の

症

状

は

老

人

に

多

く
現
れ
、
こ
れ
ら
の
予
防
に
は
、
日

常
の
健
康
管
理
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ

る
が
、
住
民
検
診
と
し
て
実
施
す
る

考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

ま
た
、
入
院
給
食
の
有
料
化
が
実

施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
は
患
者
の
重
い
負
担
と
な
り
、
町

単
独
で
高
齢
者
、
乳
幼
児
、
重
度
障

害
者
に
対
し
て
、
引
き
続
き
入
院
給

食
の
無
料
化
を
継
続
す
べ
き
と
思
う

が
伺
い
た
い
。

町

長

　

骨

粗

鬆

症

の

住

民

検

診

は

、

管
内
に
お
い
て
も
一
部
で
奉
検
診
や

テ
ス
ト
検
診
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

本
町
で
も
、
過
当
な
対
象
車
齢
を
検

診
機
関
と
調
整
検
討
し
て
、
平
成
7

年
度
よ
り
、
6
0
～
7
0
人
を
対
轟
と
す

る
検
診
を
試
行
す
る
よ
う
取
り
組
ん

で
行
き
た
い
。

入
院
給
食
の
無
料
化
継
続
に
つ
い

て
は
、
道
及
び
町
村
が
単
独
補
助
事

業
を
行
っ
て
い
る
重
度
心
身
障
害
者
、

母
子
家
庭
等
や
乳
幼
児
に
対
す
る
医

療
費
助
成
も
平
成
6
年
1
2
月
1
日
か

ら
は
そ
れ
ぞ
れ
自
己
負
担
が
伴
い
ま

す
が
、
入
院
、
在
宅
等
に
お
い
て
共

農業の基本はあくまでも土づくりから
（稲わらを堆肥にするため集めている作業）



ラベンダーの町にふさわしい街並みを′

通
し
て
必
要
と
な
る
食
費
に
つ
い
て
、

低
所
得
者
へ
の
適
切
な
配
慮
を
行
い

つ
つ
、
平
均
的
な
家
庭
に
お
け
る
食

費
を
勘
案
し
た
標
準
負
担
額
の
支
払

い
を
お
願
い
し
費
用
の
負
担
を
公
平

に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
ご

理
解
を
願
い
た
い
。

老
人
保
健
福
祉
計
画
の
内
容
充
実

に
つ
い
て

間
　
老
人
福
祉
社
会
の
菓
現
に
向
け

て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
増
員
、
人

封
の
櫛
嘩
宅
配
給
食
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
等
、
改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
も
多

く
あ
げ
ら
れ
、
関
係
機
関
と
の
連
携

機
能
の
充
実
が
要
求
さ
れ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
特
養
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所

で
き
な
い
待
機
者
の
解
決
策
と
し
て
、

ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
早
期
建
設
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　
平
成
5
年
度
に
老
人
保
健
福

祉
計
画
を
策
定
し
、
今
年
度
よ
り
内

啓
の
充
実
拡
大
を
図
り
な
が
ら
事
業

を
進
め
て
い
る
が
、
各
機
関
の
連
携

調
態
は
、
行
政
、
社
会
福
祉
協
議
会

を
中
心
に
民
間
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
そ
し
て
家
族
が
一
体
と
な
り
対

処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
連

携
調
整
は
、
高
齢
者
福
祉
を
す
す
め

る
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と

認
職
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
力
点

を
お
い
て
実
施
し
た
い
。

ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
建
設
計
画
に
つ
い

て
は
、
近
年
特
に
町
財
政
が
厳
し
い

状
況
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
在
、
最
終
調
整
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

住
み
よ
い
衝
づ
く
り
と
し
て
、
カ

ラ
ー
舗
装
の
実
施
と
冬
期
除
排
雪

の
強
化
に
つ
い
て

問
　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
衛
に
ふ
さ
わ
し

い
街
並
み
を
つ
く
る
た
め
、
歩
道
の

カ
ラ
ー
舗
装
化
の
導
入
な
ど
景
観
の

整
備
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
冬
の
到
来
を
目
前
に
し
て

交
通
宴
会
軒
策
強
化
と
し
て
、
歩
道

や
団
地
内
の
除
排
雪
対
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　
カ
ラ
ー
舗
装
化
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
町
づ
く
り
計
闇
の

中
で
商
店
街
路
等
の
環
境
整
備
構
想

を
ま
と
め
、
前
向
き
に
、
国
、
道
へ

の
要
望
も
含
め
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
町
に

ふ
さ
わ
し
い
街
路
整
備
の
促
進
に
暴

力
し
て
参
り
た
い
。

歩
道
、
団
地
内
陸
排
雪
対
策
は
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
定
期
パ
ス
及
び
公

共
施
設
に
通
じ
る
第
1
種
路
線
を
最

優
先
に
、
積
雪
1

0
㎝
を
基
準
と
し
て

出
動
し
、
交
通
事
故
防
止
対
策
を
講

じ
、
歩
道
に
つ
い
て
は
、
歩
道
除
雪

専
用
車
を
購
入
し
た
こ
と
か
ら
機
械

力
を
最
大
限
轟
揮
し
て
行
き
た
い
。

な
お
、
公
営
性
宅
団
地
内
の
狭
陸
な

通
路
に
つ
い
て
も
降
雪
状
況
を
見
な

が
ら
小
型
車
借
上
げ
に
よ
り
計
画
的

に
実
施
し
て
行
く
。

道
路
の
登
記
未
処
理
用
地
申
現
況

に
つ
い
て

問
泉
町
二
丁
目
道
路
の
改
良
の
遅

れ
は
町
道
用
地
と
し
て
の
登
記
未
処

理
に
よ
る
こ
と
が
原
閏
で
あ
り
、
こ

れ
ら
処
理
対
策
の
早
期
解
決
に
努
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
こ
れ
ら
の
未
処
理
用
地
に
つ

い
て
は
本
年
4
月
、
機
樺
改
革
に
よ

り
、
建
設
裸
用
地
係
を
新
設
し
、
地

権
者
8
0
名
、
筆
数
1
1
8
筆
を
処
理
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
指
摘
の
町
道
未
処

理
用
地
に
つ
い
て
は
、
抵
当
権
の
設

定
等
に
よ
り
係
争
中
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
が
解
決
次
第
、
早
急
に

整
備
を
図
り
た
い
。

青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
設
置
の
検

討
に
つ
い
て

問
　
青
少
年
の
諸
問
題
が
多
く
と
り

あ
げ
ら
れ
る
中
で
、
青
少
年
問
題
の

窓
口
を
社
会
教
育
の
問
題
と
し
て
位

置
づ
け
し
、
教
育
委
員
会
が
総
括
す

る
と
と
も
に
、
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー

の
新
設
を
検
討
す
べ
き
で
な
い
か
。

町
長
　
青
少
年
の
諸
問
題
に
つ
い
て

は
、
青
少
年
問
題
協
議
会
に
よ
る
巡

回
指
導
、
青
少
年
問
題
相
談
員
の
設

置
、
非
行
防
止
等
に
対
応
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
他
町
村
で
設
置

さ
れ
て
い
る
多
く
は
教
育
委
員
会
の

管
理
下
に
あ
り
、
本
町
も
行
政
改
革

部
会
と
も
図
り
、
青
少
年
補
導
セ
ン

タ
ー
の
設
置
も
検
討
し
て
行
き
た
い
。

再
質
問

①
　
入
院
給
食
の
無
料
化
は
地
方
自

治
体
と
し
て
無
料
化
の
継
続
を
進
め

る
べ
き
だ
が
、
で
き
な
い
と
い
う
理

由
は
何
か
。

②
　
農
業
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
、

町
と
し
て
実
態
調
査
を
実
施
し
て
い

る
か
。

③
　
老
人
福
祉
計
画
内
容
の
具
体
的

な
実
施
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。



⑥
　
町
道
の
登
記
未
処
理
に
つ
い
て

は
、
そ
の
原
因
は
事
務
手
続
き
の
遅
れ

に
よ
っ
て
発
生
し
た
の
で
は
な
い
か
。

以
上
の
点
に
つ
い
て
、
確
認
し
て

お
き
た
い
。

町
長
　
①
　
入
院
給
食
は
、
法
の
改
正

に
伴
い
、
入
院
と
在
宅
の
公
平
を
保
つ

た
め
負
担
し
て
も
ら
う
も
の
で
あ
り
、

改
正
の
趣
旨
に
従
っ
て
奉
り
た
い
。

②
　
農
業
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
は

農
業
委
員
会
等
を
通
し
て
調
査
は
実

施
し
て
い
る
の
で
、
全
道
的
な
推
移

の
中
で
具
体
策
が
出
て
く
る
も
の
と

思
う
。

町
と
し
て
は
、
そ
の
実
態
に
よ
っ

て
対
策
を
検
討
す
る
。

③
　
町
で
策
定
し
た
福
祉
計
画
を
基

に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
で
つ
め
て

い
る
。ケ

ア
ハ
ウ
ス
の
計
画
は
、
建
設
位
置
、

ベ
ッ
ト
数
等
は
計
画
さ
れ
て
お
り
、
実

施
年
度
に
つ
い
て
は
平
成
8
年
を
め

ど
に
し
て
組
み
立
て
を
考
え
て
い
る
。

④
　
町
道
等
登
記
未
処
理
に
つ
い
て
、

指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が

本
年
度
よ
り
処
理
に
窮
力
し
て
解
消

に
努
め
て
い
る
の
で
、
理
解
願
い
た

い
。

員議柳青

行
政
改
革
と
コ
ス
ト
低
減

壱
人
福
祉
対
策
の
問
題

行
政
改
革
に
取
り
組
む
意
志
と
現

状
に
つ
い
て

問
　
国
家
予
算
は
、
巨
額
の
公
債
発

行
と
企
業
景
気
の
低
迷
で
税
収
不
振
、

特
に
交
付
税
は
3
兆
4
千
億
円
も
落
ち

込
み
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
我
が
町

財
政
の
指
を
占
め
る
地
方
交
付
税
の

マ
イ
ナ
ス
は
必
至
で
、
こ
の
糞
付
税

減
額
は
、
我
が
町
財
政
の
偶
億
円
を

超
え
る
起
債
償
還
を
は
じ
め
、
諸
事

業
の
推
進
に
厳
し
い
も
の
で
あ
る
。

不
況
に
あ
え
ぐ
民
間
は
リ
ス
ト
ラ
の

為
に
人
員
整
理
、
新
規
採
用
取
消
し

な
ど
死
に
も
の
狂
い
で
生
き
残
り
を

か
け
努
力
し
て
い
る
と
き
、
再
一
二
、

閲
よ
り
厳
し
い
通
達
指
導
が
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
町
当
局
よ
り
は
方

針
、
計
画
、
成
巣
な
ど
一
度
も
聴
い

た
こ
と
が
無
い
、
合
理
化
、
省
力
化
、

経
費
節
減
、
廃
止
等
、
縮
小
す
る
も

の
は
無
い
か
、
発
想
を
転
換
し
真
剣

に
取
り
く
む
意
志
の
伺
い
た
い
。

町
長
　
行
政
機
関
と
し
て
、
改
革
を

常
に
忠
盛
に
置
き
、
現
在
の
全
庁
的

組
織
体
制
で
あ
る
「
行
政
改
革
推
進

本
部
」
を
機
能
さ
せ
、
直
面
す
る
課

題
に
当
面
は
重
力
を
傾
け
取
り
く
ん

で
参
り
た
い
。

行
革
に
一
般
有
識
者
の
意
見
を
導

入
す
る
考
え
は
な
い
か

問
　
役
場
内
で
行
革
蓉
員
会
を
構
成

し
取
り
組
ん
で
も
、
所
詮
部
内
者
の

み
、
セ
ク
ト
主
義
と
言
う
か
、
旧
来

の
慣
行
が
先
行
し
容
易
に
脱
し
切
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
、
広
く
一
般
町

民
の
有
識
者
の
導
入
を
考
え
て
は
ど

う
か
伺
い
た
い
。

町
長
一
般
有
識
者
の
尊
且
に
つ
い

て
は
、
い
ろ
い
ろ
方
法
論
も
あ
る
が

議
会
の
意
見
も
賜
り
な
が
ら
、
当
面

は
現
在
ま
で
推
進
し
て
き
た
体
制
で

改
革
を
進
め
て
参
り
た
い
。

組
織
機
構
の
再
編
と
統
廃
合
の
考

え
は
あ
る
か

問
役
場
の
組
織
も
2
課
か
ら
現
在

1
3
課
に
ま
で
肥
大
化
を
続
け
て
い
る
。

し
か
し
、
行
政
は
複
雑
多
岐
に
わ
た
り
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
多
様
化
し
た
こ
と

は
否
定
し
な
い
が
、
人
口
も
減
り
、

議
員
定
数
も
削
減
さ
れ
て
い
る
今
田
、

役
場
の
組
織
だ
け
大
き
く
な
っ
て
い

る
こ
と
に
対
し
、
概
括
の
再
編
成
、

又
は
統
廃
合
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

町
長
当
面
は
抜
本
的
な
統
廃
合
は

考
え
て
い
な
い
が
、
福
祉
1
0
ケ
年
計

画
推
進
に
む
け
で
の
体
制
強
化
策
で

一
部
機
構
再
編
を
考
え
て
い
る
。

職
員
定
数
の
通
正
数
に
つ
い
て

問
自
治
省
が
示
す
定
員
モ
デ
ル
と

比
較
し
て
、
本
町
は
多
い
の
か
、
少

な
い
の
か
、
町
長
は
合
理
化
の
方
法

と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、

現
状
を
伺
い
た
い
。

町
長
本
町
の
平
成
6
年
4
月
1
日

現
在
の
一
般
行
政
職
の
定
数
モ
デ
ル

職
員
数
は
摘
名
の
試
算
値
に
対
し
、

15
4
名
で
6
名
が
多
い
と
い
う
結
果
に

あ
る
。

福祉対策はこれからの重要課題′
（社会福祉協議会のホームヘルパーのミーティングから）



こ
れ
は
一
般
行
政
職
部
門
は
梗
準

定
数
内
で
あ
る
が
、
分
析
内
容
は
福

祉
部
門
の
配
置
に
あ
る
。

今
後
は
、
必
要
最
小
限
の
配
置
で

そ
の
適
正
数
を
考
え
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

福
祉
関
係
暑
中
相
互
交
流

間
　
議
会
の
所
管
垂
貝
会
で
本
町
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
懇
談
す
る
機
会

が
あ
り
、
意
見
を
聴
い
た
が
、
そ
こ
で
、

ヘ
ル
パ
ー
、
保
健
婦
、
病
院
医
師
、

宥
諸
相
等
の
業
務
の
連
携
プ
レ
1
の

必
要
性
を
痛
感
し
た
。
こ
れ
等
交
流

の
現
状
と
今
後
の
方
針
を
伺
い
た
い
。

町
長
　
現
在
保
健
福
祉
医
療
等
の
連

携
を
図
る
た
め
に
関
係
部
局
の
代
表

者
で
高
令
者
サ
ー
ビ
ス
調
整
チ
ー
ム

を
設
け
て
協
議
し
て
い
る
。

こ
の
チ
ー
ム
の
機
能
を
発
展
さ
せ
、

連
携
を
強
化
し
て
行
き
た
い
。

老
人
福
祉
施
設
の
充
実
と
計
画
に

つ
い
て

問
　
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
ケ
ア
ハ
ウ

ス
3
0
床
の
確
約
を
得
て
い
る
が
、
同

僚
議
員
へ
の
答
弁
で
、
設
計
、
着
工

に
ず
れ
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、

所
管
委
員
会
及
び
議
員
全
員
の
強
い

要
望
と
理
解
し
て
い
る
が
、
明
確
な

答
弁
を
伺
い
た
い
。

町
長
　
実
施
に
当
っ
て
は
、
計
画
し

た
施
設
を
山
挙
に
整
備
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

緊
急
性
の
高
い
施
設
か
ら
実
施
し

て
行
く
。
ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
、
現
在
詰

め
を
急
い
で
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
。

再
質
問
　
②
行
政
に
町
民
の
有
識
者

の
導
入
の
考
え
は
な
い
と
の
こ
と
だ

が
、
職
員
だ
け
で
は
、
自
分
の
こ
と

を
自
分
で
審
議
す
る
結
果
に
な
り
、

不
合
確
と
大
局
的
見
地
か
ら
疑
問
を

抱
く
。
有
識
者
の
導
入
に
つ
い
て
、

再
度
答
弁
を
い
た
だ
き
た
い
。

②
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
着
工
に
つ
い
て
は
、

再
嘩
基
本
設
計
、
建
設
着
工
年
度

を
明
確
に
答
弁
い
た
だ
き
た
い
。

2
0
名
を
越
え
る
町
民
が
3
年
待
っ

て
も
入
所
で
き
な
い
現
状
を
町
長
は

ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る
か
。

ま
た
、
着
工
の
延
期
は
上
部
補
助
機

関
か
ら
優
先
順
位
が
最
終
ラ
ン
ク
に

な
る
心
配
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

町
長
　
行
政
改
革
は
議
員
と
と
も
に

新
し
い
機
関
を
考
え
た
い
。
ケ
ア
ハ

ウ
ス
は
、
平
成
7
年
基
本
設
計
、
平

成
8
年
建
設
着
工
を
目
指
し
た
い
。

国も地方へも求められている行政改革

』町の行政改革の推進体制

議
会
の
こ
と
ば

『
一
般
質
問
』
と
は

議
員
が
町
の
事
務
全
般
に
わ
た
り
、

町
長
や
教
育
長
に
対
し
所
信
を
質
し
、

あ
る
い
は
疑
問
を
質
す
こ
と
を
い
い

ま
す
。
一
般
質
問
は
、
年
4
回
の

定
例
会
に
限
っ
て
許
さ
れ
ま
す
。

議
員
は
あ
ら
か
じ
め
質
問
通
告
書

を
議
長
に
提
出
し
、
質
問
し
ま
す
。



傍
聴
者
が
意
外
に

少
な
か
っ
た

こ
の
度
、
町
議
会
の
傍
聴
の
機
会
を
得
、

ま
ず
感
じ
た
こ
と
は
傍
聴
者
が
意
外
に
少

な
い
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
一
般
質
問

は
老
人
福
祉
対
策
を
は
じ
め
種
々
の
問
題

等
に
つ
い
て
活
発
な
論
議
を
展
開
し
、
真

剣
に
取
り
組

ん
で
い
る
姿

勢
を
伺
い
知

る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

住
み
よ
い
、

豊
か
な
町
づ

く
り
に
期
待

し
ま
す
。

行
政
改
革
を

断
行
し
て
ほ
し
い

行
政
改
革
に
取
り
組
む
現
状
に
つ
い
て
、

質
疑
応
答
の
様
子
を
見
て
質
問
者
の
迫
力

に

心

強

く

感

じ
ま
し
た
が
、

理
事
者
側
が

答
弁
書
の
棒

読
み
で
自
分

の
言
葉
が
少

な
い
と
思
わ

れ
ま
し
た
。

改
革
を
断

行
す
る
た
め

行
政
改
革
拒

否
症
候
群
に

説
明
に
聞
き
入
る
議
員

な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

町
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
期
待
し
ま

す
。

真
剣
な
質
疑
応
答

に
緊
張
し
ま
し
た

世
の
中
の
急
速
な
進
展
へ
の
対
応
と
、

多
岐
に
わ
た
る
町
民
へ
の
希
望
や
要
望
に

応
え
る
た
め
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
何
を

ど
う
吸
い
上
げ
て
い
っ
た
ら
い
い
か
の
苦

心
の
ほ
ど
が
、
質
疑
応
答
の
中
に
に
じ
み

出
て
い
た
の
で
、
緊
張
し
て
拝
聴
し
て
い

ま
し
た
。

特
に
、
こ

れ
か
ら
の
高

齢
化
社
会
を

迎
え
、
私
た

ち
の
町
も
そ

の
対
策
に
遅

れ
を
と
ら
ず

に
あ
た
ら
れ

る
よ
う
期
待

い
た
し
ま
す
。

112月定例会は12月中旬開会予定　議会は公開です。あなたも議会を傍聴してみませんか。



ゴ
ミ
処
理
の
広
域
化
な
ど

先
進
町
を
視
察
　
　
廃
棄
物
特
別
委
員
会

町
議
会
の
一
般
廃
棄
物
処
理
対
策

特
別
委
員
会
で
は
、
日
月
3
1
日
か
ら

9
月
2
日
に
か
け
て
長
万
部
町
清
掃

セ
ン
タ
ー
、
し
尿
処
理
施
設
、
倶
知

安
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
平
取
町
ほ
か

3
町
衛
生
施
設
組
合
の
ゴ
ミ
処
理
施

設
を
視
察
し
て
き
生
し
た
。

ゴ
ミ
処
理
に
つ
い
て
は
、
い
づ
れ

の
町
も
、
最
新
式
の
可
燃
物
の
焼
却

施
設
、
不
燃
物
迦
理
施
設
、
最
終
処

分
場
を
設
置
し
て
燃
え
る
ゴ
ミ
と
燃

え
な
い
ゴ
ミ
と
分
け
て
有
料
で
収
集

さ
れ
、
ゴ
ミ
の
減
景
化
対
韓
、
再
生

利
用
化
対
策
、
囁
墳
美
化
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
平
取
、
門
別
、
鵡
川
、
穂

別
の
4
町
が
平
取
町
ほ
か
3
町
衛
生

施
設
組
合
を
設
立
、
広
域
で
共
同
処

理
し
て
い
ま
し
た
1

し
尿
処
理
に
つ
い
て
も
長
万
部
、

八
雲
の
両
町
で
、
山
越
郡
衛
生
処
瑠

組
合
を
設
立
、
近
代
的
処
理
施
設
で

共
同
処
理
し
て
い
ま
し
た
。

共
同
処
理
が
施
設
建
設
、
施
設
の

維
持
管
理
、
施
設
の
有
効
活
用
等
、

あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
望
ま
し
い
運
営
で

あ
る
と
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

当
町
で
も
、
本
年
度
か
ら
ご
み
の

最
終
処
分
場
が
著
工
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
議
会
で
も
十
分
な
論
議

を
行
い
、
理
事
者
に
意
見
を
述
べ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

1
0
月
1
3
日

町
内
行
政
調
査

編
集
後
記

議
会
広
報
委
員
会

先
進
地
を
視
察
し
て

広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
連
続

日
本
一
の
宮
城
県
先
本
町
護
会

矢
本
町
の
広
報
紙
は
、
県
内
コ
ン

ク
ー
ル
は
勿
論
の
こ
と
、
昭
和
6
1
年

度
、
第
1
回
町
村
議
会
広
報
生
国
コ

ン
ク
ー
ル
入
選
以
来
、
毎
回
、
優
秀

賞
、
特
別
賞
、
最
優
秀
賞
を
連
続
重

賞
を
重
ね
て
い
る
、
す
ぼ
ら
し
い
広

報
紙
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
立
派
な
日
本
一
の
広

報
紙
を
発
行
す
る
に
は
、
た
ゆ
ま
ぬ

研
鑽
と
、
議
員
相
互
の
認
識
の
も
と

に
、
自
信
と
誇
り
を
持
っ
た
議
会
活

動
が
な
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
想
を
抱

い
て
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

こ
の
研
鑽
を
資
と
し
て
、
上
富
良

野
町
議
会
広
報
紙
発
行
の
基
礎
、
基

本
を
確
立
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
の

適
切
な
議
会
広
報
を
つ
く
り
あ
げ
て

行
こ
う
と
、
編
集
委
員
一
同
決
意
を

新
た
に
し
て
、
情
熱
を
固
め
て
い
ま

す
。
（
香
員
長
　
佐
藤
政
幸
記
）


